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SPECIAL FEATURE

阪神淡路大震災を経験した神戸で、コミュニティ形成活動を通
じ、社会的企業の研究に関心を持つ。社会的企業が成り立つ市
民社会の在り方を探る中で、現在の研究テーマである社会的連
帯経済とコミュニティ開発を専門に定める。現立教大学コミュ
ニティ福祉学部教授。社会的連帯経済推進フォーラム会長。ア
ジア太平洋資料センター（PARC）理事。

藤井敦史
一般会員

（学生協同サポートベース）

僕のゼミに高木くんが入ってきたのが最初。起業し
たと聞いてびっくりした。継続寄付者になったの
は、COAsそのものに惹かれたというより僕の目指す
方向性が重なっていると感じたから。NPO・協同組
合・社会的企業が弱い日本で、どんなコミュニティ
を創っていくかが僕や僕のフォーラムのテーマだか
らミッションが同じだよね。あとは若い世代は派手
な社会貢献やイノベーションに飛びつきがちだけ
ど、高木くんからはそれを感じなかったし民主的に
協働しようとする姿勢に共感できたから応援しよう
となった。似たようなものも多いのに、僕の周りの
古い世代の活動が今の若い世代の活動につながって
いないことにも課題意識があったからCOAsが横だけ
じゃなく年齢層を超えたネットワーク構築をできる
といいよね。

まずは、失敗を恐れず頑張ってほしい。でもきっと
みんな既に頑張っているんだよね。過ごしてみると
大学の4年間は案外短いでしょ？笑  就活開始時期も
早まっているし。うじうじしすぎないで本当にやり
たいことに悔いが残らないように取り組んでいって
ほしい。視野を広げて、いろんな人に会って刺激を
受けて何にでも挑戦してほしいかな。

学生へのメッセージ

COAsと関わることへの想い

今後COAsやその会員と築きたい関係
代表の高木くんと事務局の川田くんが既に僕のゼミ
に入っているからね、関係はできてはいると思う。
あえて言うなら、僕が持っているネットワークは提
供できるからそれをより生かしていってほしい。
色々な活動をしている学生を集めて、お互いにノウ
ハウや情報を共有したり刺激しあったりして横に広
がるネットワークを築いてほしいね。孤立している
と行き詰っちゃうけど、みんなで頑張ってほしい。
あとは僕たちのフォーラム（社会的連帯経済推進フ
ォーラム）はデジタル部分がやや弱いからそこでも
ウィンウィンの関係を築けたら嬉しいかな。

今後のCOAsに期待すること
一言でいうと、地域に密着して地域での人間関係を
築いていってほしい。今杉並区で無料自習室をやろ
うとしているでしょ。あの地域は市民活動団体が結
構あるからネットワークを（COAsに）提供できると
思うけど、そういう既存の団体と若者の団体をどう
結び付けていくかも重要。あとは（COAsの）オフィ
スがある東京DEWや地域も大切にした方がいいよ。
そういう”地域”に、いかに受け入れられて人間関係を
地道に泥臭く築いていけるかがすごく重要なの。ソ
ーシャルキャピタル（信頼や共感を基にしたつなが
り）を築けると、贈与的な資源が入ってくるように
なるから。逆にこのつながりを築けないと協力関係
はつくれない。COAsが若者として入ってつながりを
つくれたら素敵だよね。
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今回は、キャリア教育をテーマに、初めてゲスト
の方をお迎えして開催をさせていただきました。
参加者の皆様は初めてお会いする方ばかりで、企
画を見つけてお越しくださったことが本当に嬉し
かったです。ゲストの竜田さんは、X（旧
Twitter）でお話を聞かせていただいたご縁で足を
運んでくださいました。竜田さんが開発された”は
たらく”を考えるワークショップは、学校と社会を
繋げたいという私の想いと非常に重なる取り組み
で、本勉強会に関わってくださる皆様にも知って
もらいたい！と強く思っていたので、今回実現で
きたことが嬉しかったです。「学校のキャリア教
育で何をしたらいい？」という問いに対するディ
スカッションの時間では、皆様が私のキャリアの
悩みに寄り添ってくださり、暖かく素敵な時間を
過ごすことができました。参加者の皆様、竜田さ
ん、そして企画を一緒に進めてくださったミチカ
さん、ゆーとさん、本当にありがとうございまし
た。（『みんなで学校教育を考える会』主宰 渡部
愛子）

(初の対面開催となった『みんなで学校教育を考える会』にて)

今月の学生協同会議では、立教若者キャリアデザイン研究会（RYCDS）による合宿と
ポップアップカフェ開設に向けたチュロス試作が行われました

ーTriersの準備をしながら感じたことは？
プレゼン作成については、19年分の学びを10分に
まとめ、かつ初めて聞く人に分かりやすく伝える
という部分が少し大変でした。しかし、一つ一つ
の活動を振り返る中で、表面的ではなく、自分が
根本的に大切にしているもの、譲れない考えを再
確認することができました。また、写真を入れて
分かりやすくするという運営の方からのフィード
バックでより良くなったと思います。

ー社会人コメンテーターの方から得た気づきは？
なかなか社会人の方から自分の活動について意見
をもらうことはできないので、まずは本当にあり
がたいと感じました。また、意見をもらってみて
活動についても、自分の人生についても、明確に
していかなければいけない部分がはっきりと分か
りました。アドバイス頂いた通り、将来の夢や団
体の活動をよりよくするためにも、具体的な目標
を立て、それに向けてがんばっていきたいです。

ーTriersで出会った方々と築きたい関係性は？
今回のご縁は本当に貴重なものだと思いますし、
興味のある分野で活躍されている方が多かったの
で、コラボしたり、お手伝いしたりと継続して関
わることができたらと思っています。

Triers参加者インタビュー
第1回

記念すべき第1回である今回のインタビューでは、
Triersに登壇してくださった 立教大学1年 小林 友香
さんにお話を伺いました！

（チュロス試作に奮闘するRYCDSメンバー)

８月９日から三日間、キャリ研の1,2期生で合宿旅行に行ってきました！１日
目は浅草に集合し昼食、その後宿に向かいました。８月の気温の中、夕飯の
ために買い出しへ。ゲリラ豪雨も降ってきましたが、なんとか宿に辿り着く
ことができました。夕飯はカレー。シェフ達のおかげで大変美味しいものが
できました！カードゲームなどでくつろぎつつ、カフェで販売するためのチ
ュロスを試作。結果は失敗。形がうまくまとまりませんでした。２日目は二
班に別れて行動したのち合流してチュロス試作に再トライしました！初日の
失敗を生かして準備を万端にしたおかげか、今度は美味しくできました！ま
た、カフェで提供する際のアイデアを出し合いました。合宿を通してみんな
の親睦を深められました。（RYCDSメンバー 高平 和宏）

『みんなで学校教育を考える会』
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（西早稲田・14-17時）
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はじめまして！8月から事務局に参加した川田雅己です！
これから様々な事業に関われたらと思います！

さて来月の注目ポイントですが、ついに「Cat Career」の自習室が
スタートします！ますます発展するCOAsに目が離せないですね✨

SEPTEMBER 2023
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事務局　川田雅己

学生会員
横浜撮影会

みんなで学校教育
を考える会

(オンライン・20-22時）

哲学をまなぶ
読書会

（オンライン・20-22時）


